
新年おめでとうござ
います。皆様におかれ
ましては穏やかな新し
い年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
当院では、一昨年に
HCU8床の開設、昨年
にはICU6床を移設し、
さらに手術室を２室増

設して計10室で手術室運用を開始しました。今後も
地域医療崩壊を防ぎ地域医療支援病院の指定を受け
ている高度急性期医療を提供する医療機関としての
使命を果たしていきたいと考えています。そのため
には、高度急性期病院、急性期病院、回復期病院、
慢性期病院、在宅医療機関、それぞれの立場や環境
をお互いに理解しつつ、より良い連携がとれる医療
機能分化を築き上げることが必要だと思っていま
す。地域の医療機関、在宅医療関連の方々、行政の
皆さまと安心、安全なまちづくりの重要なインフラ
である地域医療体制を確固たるものにするために尽
力する所存ですので、今後ともよろしくお願いいた
します。

また、当院では昨年4月から救急専門医・指導医
の医師が救急部で活動しております。内科系医師・
外科系医師・研修医がローテーションで参加しなが
ら、まずは日勤帯の救急要請についての強化を図っ
ており、地域の医療機関からの救急要請のみなら
ず、地域の方々に安心して暮らしていただける環境
を提供することを心がけております。
さらに当院には、ある特定の看護分野において熟
練した看護技術と知識を修得し、看護協会などの組
織が認定する資格を得た看護師（専門看護師、診療
看護師、認定看護師、特定看護師）がおります。そ
れぞれの分野で活躍しており、今後の医師の働き方
改革に大きな力になるだけでなく、より充実した医
療サービスにも貢献すると信じております。
新年にあたり教職員一同気持ちを新たにして、地
域のために安全で質の高い医療の提供を目指して、
真摯な姿勢で医療に取り組んで参りますので何卒よ
ろしくお願いいたします。
最後になりましたが、本年が皆様にとりましてよ
り良き年となりますように心から祈念して新年のご
挨拶とさせていただきます。
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アピールしたい 診療と研究
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足の動脈が詰る病気である、
「下肢動脈疾患・重症下肢虚血」
は糖尿病や透析患者の増加、高
齢化に伴い増加傾向にあります。
当院での治療の取り組みをご紹
介致します。
歩行時の痛みなどの症状は歩行
し続けることで改善することがあ
ります。足の血管は複数あります

ので、運動療法で狭くなっていない他の血管を発達させ
ることで、症状が緩和されます。また、当院では「下肢
閉塞性動脈疾患に伴う歩行時下肢痛に対する新薬の治験」
に参加しています。この新薬は血管の太さを調節する機
能に働いて狭くなっている血管を広げ、足の血液を流れ
やすくし、歩行時間を延ばすことが期待されます。心臓
リハビリテーション医や理学療法士が治験の運動負荷試
験を担当し、治験コーディネーターと共にチームで取り
組んでおります。
運動・薬物療法で不十分な場合、狭くなった血管を広
げるカテーテル治療を検討します。跛行の方には膝上ま
で、重症下肢虚血 ( 血流不全で足にできた傷が治らない )
の方には膝下までの動脈に治療を行います。治療は狭く
なった血管の中を風船で広げたり、ステント（金属の
チューブ）を留置して広げた状態を保持します。それに

より歩行時下肢痛の改善や、足の傷の治癒促進が期待さ
れます。
カテーテル治療以外にも和温療法、悪玉コレステロー
ル吸着療法、外科治療（バイパスなど）など、症例毎に
最適な治療法を検討し、最大限下肢切断を回避する努力
をしています。潰瘍や壊死を
来している場合は、皮膚科や
形成外科、整形外科と連携し
て治療を行なっております。
歩行時下肢痛、足の冷感、
潰瘍があるなど、下肢虚血の
疑わしい症例は、循環器内科
及び EVT 外来が窓口となり
ますのでお気軽にご相談くだ
さい。

多職種で取り組む血管治療（治験）について
循環器内科　院内講師　美

み か も

甘 周
ひ ろ し

史

治験TMT中の様子

EVT画像

A B C
治療前 ステント留置 治療後

用度管財課　藤井 竜司手術室（２室増設）が完成しました
いままで手術室が不足していたことにより、手術を必要とする患
者さんの待機期間が長くなっていました。お待たせしている状況を
解消するために、令和3年7月より、HCU新設、ICU移転を含めた、
手術室増設（11番・12番の 2室分）工事を行ってまいりました。
本年 4月末に工事引き渡しを済ませて、機材搬入や安全チェッ
ク等の準備期間を経て、7月末より新しい手術室がオープンしまし
た。
一室あたりの広さは 70㎡を超え、様々な手術に対応できるよう
整えています。手術室 11番は、先端医療機器である「ロボット手
術支援システム（ダ・ヴィンチ）」を常設し、本機器を用いた手術
の増加を目指します。

手術室 12番については、将来における先端医療機器の導入を強く意識しており、医療技術の進化にも十分対応で
きる仕様としております。
工事期間中は、騒音や振動の発生により、ご不便やご迷惑をお掛けする場面が多々ございました。皆様におかれま
しては、ご理解賜りましたこと厚く御礼申し上げますとともに、病院スタッフ一同、医療を通じた地域社会への貢献
に益々努めてまいります。

増室した手術室（11番）



昇任紹介

2022年10月1日付で教授に昇任い
たしました。2000年に東京大学を卒
業後、東京大学医学部附属病院・国立
病院機構東京病院・茅ヶ崎市立病院・
ウィーン医科大学病院などさまざまな

病院で呼吸器外科診療を経験してきました。
2019年4月に佐倉病院に赴任してからは、呼吸器外科の

診療レベルを地域の皆様から期待されるレベルに引き上げ
るために奮闘してきました。胸腔鏡手術の導入、手術関連機
器・器具の導入、周術期管理の見直しにより、呼吸器外科手
術の手術時間の短縮および入院期間の減少を達成することが
できました。
2022年4月より新たに戸張敬太医師が仲間に加わり、さ

らに手術室が増室され呼吸器外科の手術枠が増加したことか
ら多くの手術が行えるようになりました。さらに救急部の体

制構築により胸部外傷について呼吸器外科で対応できない時
間帯にも救急部で受け入れることが可能になりました。
大学教授という立場上、教育業務に関わる時間も多くなり

ますが、その分、佐倉病院で医学生・臨床研修医の教育を充
実させて、将来の佐倉病院の医療の発展に寄与できればと思
います。
まだまだどんな呼吸器外科疾患でも対応できるというまで

には至っていませんが、可能な限りの呼吸器外科手術・疾患
を地域内で対応できるような体制を構築して参ります。今後
ともよろしくお願いいたします。
手術は受けたい人はいませんし、やむを得ず受けなければ

ならないものではありますが、呼吸器外科手術が必要になっ
た方にはできるだけ苦痛が少なく手術が受けられるようにと
これからも改良を続けていきます。今後ともよろしくお願い
いたします。

2022年4月に札幌医科大学より帰
局し、このたび東邦大学外科学講座一
般・消化器外科学分野（佐倉病院）講
師に昇任いたしました。私は2003年
に福島県立医科大学を卒業し、これ

まで消化器外科医として国内外の様々な施設で研鑽を積んで
まいりました。専門は大腸外科で、とくに大腸癌治療につい
ては専門施設で高度かつ先進的な医療を多く経験しておりま

す。例えば、直腸がんにおける肛門温存手術などがその一つ
です。またこれまで築き上げてきた幅広い人的ネットワーク
も自身の強みであると自負しております。これらを活かしな
がら、腹腔鏡手術やロボット支援手術などの低侵襲手術にか
ぎらず、放射線治療や薬物療法を組み合わせた集学的治療に
至るまで、患者さん一人一人にとって最適で満足度の高い医
療を提供していきたいと思っております。今後ともどうぞ宜
しくお願いいたします。

この度、東邦大学医療センター佐
倉病院内科学講座の院内講師に昇任
いたしました。東邦大学を2004年に
卒業後、佐倉病院で初期研修を経て、
2008年より佐倉病院循環器内科医と

して循環器内科全般を診療してまいりました。2011年にカ
テーテル班メンバーとなり、狭心症、急性心筋梗塞、下肢動

脈疾患、重症虚血肢などに対するカテーテル治療に従事して
おります。これら動脈硬化性疾患は糖尿病や透析患者の増
加、高齢化に伴い増加傾向にあります。近年デバイスの進歩
により治療成績向上、治療適応拡大があり、カテーテル治療
の役割は大きくなっております。地域のニーズに答えられる
よう日々精進して参りますので、引き続き御指導御鞭撻を賜
りたく存じます。

呼吸器外科　教授

佐野　厚　さの　あつし

消化器外科　講師

佐藤　雄　さとう　ゆう

循環器内科　院内講師

美甘　周史　みかも　ひろし
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2022年12月1日（木）に第23回 医療連携セミナーを開催し、院内外
から36名のご参加をいただきました。これまで同様に会場とWebどち
らでもご参加可能なハイブリッド形式で開催しました。演題１では「腎
と膠原病内科で診る多彩な症例」と題して腎臓内科の髙橋禎医師が講演
しました。講演2では「膠原病患者のトータルマネジメント」と題し、膠
原病内科 講師 金子開知が講演しました。職種を超えた多くの方々からご
質問をいただき、有意義な会となりましたことに感謝申し上げます。
皆様との連携のさらなる発展のために、医療連携セミナーは年3回を

企画しております。すべてハイブリッド形式での開催を予定しておりま
すが、COVID-19が落ち着いている時期には是非皆様のご来場をお待ち

しております。より多くの方々にご参加いただき、地域との「顔の見える医療連携」、「対話する医療連携」を目指して
まいります。
今後ともご参加のほどよろしくお願い致します。

医療連携・患者支援センター　山本 太郎
第23回　医療連携セミナーを開催して

腎臓内科  髙橋 禎 膠原病内科 講師
金子 開知

医療連携セミナー　開催のお知らせ
第24回 医療連携セミナー
●開 催 日 時：2023年6月（予定）
●開 催 場 所：東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂（予定）

※お申込み等の詳細は、2023年4月発行
の広報誌に同封してお届け致します。

第11回 東邦大学医療センター佐倉病院医療連携学術フォーラム開催のお知らせ
●日　　時：2023年2月4日（土）16：00～18：00
●開催形式：ハイブリット形式（WEBまたは会場での参加）
●内　　容：第一部に院内医師による学術講演『外科学展望』、第二部に『人生

の最終段階における医療とケア』として、地域の取り組みと東邦大
学佐倉病院に求められる役割として地域医療機関の先生をお迎えし
てのご講演を予定しております。

※お申込み等の詳細は、ホームページをご確認ください。
　なお、感染症拡大等の状況により、開催形式・内容等変更する場合がございます。予めご了承ください。

昨年度の会場の様子

2023年度　診療体制変更（祝日・土曜）について

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。
平日診療体制 休　診

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会は、COVID-19の感染拡大防止のため、しばらくの間公開中止と致します。
（問い合わせ先：教育支援室）

祝　日

2023年 1月 9日（月）
2023年 5月 3日（水）

土　曜

2023年 1月 7日（土）
2023年 5月13日（土）


